
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
地域支援センターぐんぐん 

福島県立郡山支援学校内 

第１号 令和３年４月２８日 

 

 

 

 

 

 

 

始めます 

教育支援部 鈴木郁子 

昨年度までの「地域支援部」は、今年度から「教育支援部」とし

てリニューアルすることになりました。地域だけでなくさらに幅広

く、校内外を問わず、特別支援教育そのものを支援していけるよう

努めてまいりたいと思います。そのために今年度新たに、「キラ

キラ WEB教室@home」という取り組みを始めます。 

例年、小学校入学前のお子さんのいる保護者を対象に行っている

「キラキラ教室」を、外出の難しい最近の状況をふまえて、本校ホ

ームページ上でも行うことにしました。本校が得意とする専門分

野、例えば摂食指導、ICT教材などについてわかりやすく情報発信

していきます。 

 保護者の皆様にもぜひご覧いただき、ご 

家庭での関わりに生かせそうなこと、詳し 

く知りたいこと等ありましたら、担任を通 

して教育支援部までお問い合わせください。 

担当の部や委員 

会におつなぎ 

します。また、 

校内の教育相談も 

行っています。 

こちらも担任を通してお気軽にお問い合わせください。 

 

～ゴールボール編～ 

 視覚に障害のある選手がアイシェード（目隠

し）を着用し、得点を奪い合うゴールボール。 

試合は 1 チーム 3 人、バレーボールと同じ広さ

の 18 メートル×9 メートルのコートを使って行わ

れ、所定のエリアからボールを転がして相手ゴー

ルを狙う。試合時間は前後半各 12分、ボールはバ

スケットボールとほぼ同じ大きさだが、重さは約 2

倍の 1.25キロで、なかに鈴が入っているのが特徴

だ。選手はボールの鈴の音、選手の足音、チームメ

イトの掛け声といったさまざまな音を頭の中で映

像化してボールの位置を把握する。そのため試合

中は、審判が「Quiet please!（お静かに）」とコー

ルしたら観客は声援を送ってはならない。しかし、

ゴールが決まった瞬間は一転して大歓声が沸き起

こる。静寂と歓喜のメリハリが魅力だ。 

 

 
 
 

 
 
 

キラキラ WEB 教室＠home 

キラキラ WEB 教室

@home はこちらの QR

コードからもご覧い

ただけます！ 

ともに歩みを 

 
 

令和３年度がスタートしました。学校の八重桜は満開となり、花壇のチューリップが次から次へ 

と花を咲かせています。そして、校舎内に響き渡る子どもたちの声が、日に日に大きくなってきて 

います。 

 今年度の入学式は、新型コロナウイルスの感染対策と生活年齢にあった式の運営を考慮し、小・中学部と高等部に

分かれて行いました。今年は、小学部１０名、中学部１９名、高等部１５名の児童生徒が入学してきました。式に臨

む期待感をもった子どもたちの表情には、力強さと頼もしさが感じられ、とてもうれしく感じました。今年も、子ど

もたち一人ひとりの「よさ」を生かし、可能性が広がる学びを充実させていきたいと思っています。 

地域支援センター“ぐんぐん”は、今年、４年目を迎えました。地域支援センターに配置されていますアドバイザ

ーは、今年度から「地域支援アドバイザー」と名称が変わり、地域支援に特化した業務を担当します。“ぐんぐん”で

は、地域における関係機関と連携し、「つなぐ」「つながる」を意識しながら、みなさんと、ともに考え、ともに歩みを

進めることができるよう相談体制を整えております。いつでも、お気軽に、ご相談いただきたいと思います。 

 

校長 齊藤 恵子 

 


